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Summary   

l）Thecontents of polyphenolinbutterbur（fuki）aredifferentaccordingtothe portions  

O壬stalk．The top portion near theleaf shows thelargest amount，themiddle portionless，and  

thebasalpart（thelowest）theleast・   

AIso the coIour has some corelation to the contentof polyphenol．Yonger stalks of dark  

greencolour contain polyphenolmore than well・matured yellowish oIleS・   

2）Theamou皿tOf polyphenolmaybelostabout90％by soakinginwater for72hours，  

also pH valueis downed to around pH4．5．   

3）Treatingfukiwithdi］utedHCIsolutioncausedaboutthesameeffectastheonecaused  

bysoakingitin the water for72hours・   

4）Thetannininbutterburwas tested by the paperchromatography．  

工 緒  

従来から行なわれているフキ水煮缶詰の製造はボイルして剥皮した葉柄をそのまま缶に詰めたの  

でほフキIこ含まれるアクのためにどうしても色が暗色を呈してさえないから長時間水晒しを行なっ  

てフキのアク成分を流し出して後缶詰にしている．この水晒しほ72時間も行なうことが基準となっ  

ている．そのため水質の悪い所では水の中の鉄分とフキのアクが作用して氷解し中に却って色が悪  

くなったりする場合がある．いずれにしてもこのような水晒し法ほフキの鮮度保持の上からも改良  

すべきものと考えられる．   

そこで我々ほ短時間の稀塩酸浸童法iこよわフキ水煮缶詰の製造時間の短縮と品質の改良を目的と  

して実験を行なったので結果を報告する．  

Ⅱ 実験材料および方法   

水プキほ主として奈良県生駒郡平郡村壷の缶詰原料を用い，その他市販の生食用のものを若干皮  

用した．愛知早生は大阪府且塚市清児産のもの．秋田プキほ本学農場iこて採れたものを用いた．水  

晒し稀塩轟浸漬試験ほ常法に従い水プキを10分間ボイルした後劉皮し約30cmに切り揃えたものを  

用いてそれぞれ処理した．なお稀塩酸処理の条件ほ0．05－0．07％ECl浸旗1時間後水洗l時間乃  

至1時間串で温度はいずれも室温で行なった．  

串本報告の大要ほ昭和此年度届書学会秋季大会にて発表した．  
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缶詰製造条件ほ処理後のフキを4号白缶に300g苑内話し，微量の飼塩を含む熟注液（Cuとして  

約25ppm）を鴻注し1000cで5分間脱気した後巻締した，殺菌ほ1050cで20分間行なった．   

Po】ypbenolの定量ほ佐藤氏4〉の方法に準じてフキを50％MeOHと共に磨砕してから1時間温浸  

出する．これに5％Ⅱ3PO3賂液を添加して転化を防ぎながらMeO王Ⅰを除き一定量にする．次にそ  

の一部をとりnitrosophenol法で発色させ．その赤色を日立のEPU－2A塾のSPeCtrO photometer  

を用い波長510mFLで測定し，別に求めたpyrocatechinの凛準曲線ネりフキPOlypheho）のmg％  

（脚OCateCbinとして）を求めた・慧■て；；書′㌶豊莞謹頼頼刷勅願   

缶詰製品の色彩の測定は1cmのCuVetteにフキ（3本宛）をいれ測定中の鼓化を防（’ため0．1％  

アヌコルビン鼓を漬したものを島津自記色彩測定器RC－Ⅲ塑を用いて測定した．   

フキタンニンのぺ－パークロマトによる同定ほ大島1），中林5）氏等の方法に準じて行ない，80％  

MeoHで温浸し浸出液を炭酸ガス気流中で液圧濃締したものをHCl処理し鉄を除いた折紙（東洋㌍  

韮No・51A30×30cm）にSpOtした．展開剤は1次に1％aq．NaHSO3飽和pheno】，2次匡」トBuOH  

：AcOH：l％aq．NaHSO3＝4：1：5の上層を仁発色剤ほ0．5％FeC13MeOH溶液を用いた．   

Ⅱ 実 額 結 果   

TablelThecorelation betweenthe darkeningoffukiand  

the concentration ofifOn．  
先ずフキ缶詰製品の色調を暗色  

化する原因に鉄イオンが関係して  

いることを確認するため紅種々の  

濃度の威容液に剥皮したフキを一  

夜浸潰して見た．詰果ほTablel  

に示す．   

この裏からも明らかに0．5ppm  

以上の鉄が共存する場合に異変の  

起こることが認められた．なお表  

にはあげていないが，同時に行な  

Soaki刀gSOlution  ColourchangeaftersoakirlgOVernight   

Tapw如er   nochange   

Ⅵraterfromwe止   －  darkemed   

0．1ppmFesoludon   nochange・   

0．2  〝   1ittledarkened   

0．5  〝   darkened   

1．0  〝   托markablydarkeIled   

2．0  〝   〝   

った実験でこの鉄とフキのアクとの反応ほpHに  

より著しく影響をうけ中性～弼アルカリ性では黒  

変を生ずるが，pH4．5以下の酸性では黒変を起こ  －l。‘丁  

さないことが認められた．  

次にフキのMeOコ抽出物が，赤血塩と硫酸第  

二鼓で膏藍色を呈することより polypbe鱒0】系の  

物質が存在することが認められた．  

更にFig．1の如く佐藤氏の方法4）に準じ正絶代卜  

SOptlenOl注で発色させたものほpyTOCateCbinの  

それと全く同様に510m〝に吸収が認められるこ  
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Tab）e2 ThepoJypt）enO）contentsin fukistalkin relationto  

也e脚nion and colour of staIk．  
とから以下ほフキのpOlyphenolは  

pyrocatec址n としてのmg％で表  

すことにした．   

Table21こフキの部位別，色甥  

別のPOlyphenol食違を調べた結  

果を示す．  

先端部（葉柄の最尭端），中間  

部，基部（葉柄の最下部）の三部  

位でほかなり poryphenolの含量  

に差異があり先端＞中間＞基部の  

煩であった．   

またフキの色紙別でほ緑色の強  

いもの（若い葉柄）に多く黄色が  

かったフキ（老化した葉柄）に少  

ない債向が見られた．  

portion   polyphenoIcontents．   

Uppermostez）d   5望．7mg％   

Middlepa虎   28．2  

Basal part 19．6   

Yellovishi皿COlour  28，1  

Gfeモnishiムcolour  
】 
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Table3 The polyphenoIcontentsin regardtovarietiesof  

fuki．  

Variety  PolypbenoIcontents  Miヱufuki  ！ 28加g％  Mizufuki（bmrket）  9】．5   
Eariy Aichj 28．0  

Aよ辻afuki  
l   

40・0   

Tab】e3に2，3の品種別のpOlyphenol含畠を示す．   

Table4 The changeof polyphenoIcontent azld pH value  
duriI】g SOakhgln Water・  

この裏で水ブキの市販品（生食  

用の極く細いもの）のpOlypbenol  

含量が特に多いことが判った．   

また秋田プキも若干高い値が得  

られた．   

Table4に72時間水暗中のフキ  

のpolyphenol含量とpfIの変化  

を讃べた結果を示す．   

フキのpolyphenol含量ほ最初の  

24時間中に著しく減少するれ  

pHほ48～72時間後に初めて4．5附  

近まで低下することが認められ  

た．このpHの低下について詳細  

ほまだ確めてほいないが，一応水  

晒中に繁殖するバクテリヤのため  

と考えられる．   

次紅稀塩酸処理中のpolypbenol  

含量およぴpHの変化を詞べたの  

がTab】e5の結果である．   

Seco皿dexp．  

Honr  First8Ⅹp．   画王P．P．co11t’s  Factorye丈p．   pH P．P．cont’s   ph P．P．00血’s  
mg％   mg％  

TaもIe5 Tbe change of polypbenol00ntentS andp耳Ⅴ扇ue  
in fukiduring thetreatmentofHCIsoZution・  

＊0．07％HCltlSed， 醜春0．05％HClused．  
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この裏よりも明らかなように稀塩敢浸漬1時間，水準い1時間～1時間半（いずれも室温）とい  

う短時間の処理でpolypbenol含量の減少，pHのd．5前後への低下という点で充分72時間水頭しす  

るのと同様の効果が得られ，またフキ特有の香気の保持の点でも良好な結果が得られた．なお，  

Tab王e5の申で工場試験の結果が若干劣った 

程度匿なり液塵が不足気味であったためと考えられる．   
書  

Fig・2 にフキ缶詰製品の色彩の測定結果を示  

す．この結果も帝塩穀処理を行なったものほ72時  

間水晒ししたものと長く一致した傾向を示し，C  

IE表示法による主波長は565m／上であった．一  

方無処理のものほ前二者と若干異なったカープ  

を示しCIE表示法による主波長ほ，566．5m〝で  

王政長として1・5m〝の差が認められた．更に無処  

理区と処理2区の間Iこ570皿〃附近のピークに差異  

が認められる．このビータほ希塩酸処理，72時間  

水晒しの両区にも認められるが，両区とも無処理  100  タ○■  
サ  

区に比しかなり減少していることからpo】yphenol系物質に起因するものと考えられ缶詰製品の暗  

色化に関係があるものと推定される．   

以上フキのアク成分であるpOlyphenol系物質に関しての実験を行なってきたが，このPOlyphend  

系物質ほ恐らくタンニンの一種であろうと考えられる．しかし現在までにフキの成分に関する研究  

ほ殆んど行なわれておらず，僅か紅葉原氏2）3）等のフキノトクの成分に関するものが認められるにす  

ぎない．そこで我々ほ大  

島氏等の植物クンニソの  

ぺ－パークロマトによる  

分類を用いてこのpoly－  

pbenol系物質の同定を行  

なって見た．結果をFig．  

3 に示す．   

Fig．3に明らかなよう  

響こフキのタンエソのぺ－   

パークロマトグラムほ五  

倍子タンニンのそれと良  

チ1言J！一号3・Piptr CbごOq－b6r■薫Or tlmln●．  

ぬInこざ凶  18ヒ  知nlnユー亡軋n邑か1luき  1，ヒ  

く一致し，フキのタンニンはアオミドロタンニソ類似の加水分解し得るdepside型タンエソである  

と推定された．  
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Ⅳ 考  察   

現在広く行なわれている72時間の水晒し法ほ，その間に48時間日比に一皮換水するのみで後ほ静  

水に浸潰しているだけである．長時間水晒しをすることがタンエソの溶出だけを目的とするならば  

流水申で行なった方が当然効果ほ大きいはずである．またTable4の渚果よりみてタンニソの除去  

という点でほ水晒し時間ほ24時間でも充分でほないかと考えられる．然るに実際にほ水槽中で72時  

間の水晒しを行なっているということほタンニンの除去だけでほなくて，pEのコントコール，即  

ちp首を4．5附近まで低下させることが重要な目的の一つであると考えられる．このpH4・5附近で  

は鉄タンニン反応が押えられることは先述の通りである．このpHの低下ほバクテリヤの作用と考  

えられ実際に浸潰液中に多量のバクテリヤが存在することほ認められている．これらのバクテリヤ  

の作用穐作ほまだ確めてほいないが，何か有機酸醗酵的な反応を起しているものと推察される．い  

ずれにしろタンニン含量の減少とpRの低下の二つが長時間の水晒しの目的でそれによって缶詰製  

品の色謁を良好にしているのである．   

次に塩酸処理紅ついてもその目的がクンニソの除去とpHの調節にある．そのためにほ塩酸の畠  

虔ほ0．07％程度処理時間1時間という条件が適当と考えられる．そしてその後で1時聞～1時間半  

水洗して最終のpHを4．5になるようにすれば良い．この際特に注意を要するのほpⅡ4．0以下でほ  

缶材の腐蝕が促進され水素膨張を起す原因になる．それ故最終pHの諷節に欄充分留意する必要が  

あるが，この点さえ注意すれば2↑3時間の処理で充分72時間水晒し法に劣らぬ，しかも鮮度の点  

でも長好な製品が得られるものと思われる．   

Ⅴ 摘  要  

1）フキの葉柄部の先端，中間および基部の三部放でpolypbenol含量に大きな差があり，その  

臆ほ先端＞中間＞基部である．またフキの色調別pdlypbend含塾は緑色の強いもの（若い葉  

柄）に多く黄味がかったもの（老化した葉柄）でほ減少が認められた．   

2）72時間の水晒し中の変化としてほpo】ypbenol含量の減少（約10％位まで）とpHの低下  

（4．5前後まで）が認められた．   

3）帝塩堅処理を行なったものほ短時間の処理で72時間水晒しを行ったものと同じ位の効果が得  

られた．   

4）フキタンニソのぺ－ パークロマトによる同定を行なった．  
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